　　　　　　　第45回上田千曲高等学校関東同窓会総会議事録　　　　　（1）

関東同窓会総会　［令和元年10月19日（土）11時30分より　アリスアクアガーデンTOKYO 銀座店］
【関東同窓会総会議事録】　　   （関東同窓会総会参加総数:55名　関東同窓会会員：49名、来賓：6名）

  第1部　 関東同窓会総会　  アリスアクアガーデンTOKYO 銀座店（11:30～13:30） 

                 司会    柳沢　今朝雄　(機械科S39年卒)・内堀　栄寿（機械科44年度卒）

（１）大雨災害犠牲者に黙祷

（２）開会の辞　　司会　　内堀理事より開会宣言

(３) 校歌斉唱　　２番まで参加者全員で斉唱  　指揮　柳沢今朝雄（S39機）

（４）会長挨拶    杉崎 壽三男　関東同窓会会長（建築科 S29年卒）

　　　　　　　　　先ず、台風１５号、１９号での甚大な被害に遭われた方に対してお見舞い申し上げると共にその中で本日ご参加して下さった母校同総会からの来賓にお礼を述べられた。

　　　　　　　　　また、昨年関東同窓会の改革を掲げ、一年を経過し着実にその歩みを進めることが出来ました。今年はラクビーのワールドカップ、来年はいよいよ東京オリンピック・パラリンピックの開催となります。母校の校訓にもある「質実剛健」も生徒の中に生きており益々の関東同窓会は母校の発展に寄与すべく頑張っていきたいと挨拶された。

　

　(５) 来賓紹介　 関東同窓会　横沢　義雄氏（機械科S31年卒）より紹介された。

　　　　　　　　　恩師：大川 秀一先生　学校長代理：神林　務　教頭　本部同窓会会長：若林 邦彦様

　　　　　　　　　本部同窓会会長代行：深町 共榮様、本部同窓会副会長：宮下 幸良様、本部同窓会幹事：

　　　　　　　　　宮下　祐二様

  (６)　来賓挨拶　上田千曲高校学校長代理　神林　務　教頭の挨拶

　　　　　　　　　今回の台風でご実家のある殿城地区で避難勧告が出ていたが、皆様の支援に感謝申し上げます。上田千曲高校は全日制7学科と定時制1か学科を有していますが、各学科の活躍が最近目立っており、「もの作り」で反射板のストラップの作成で文科省のホームページに紹介されたり、生活福祉科の取り組み、電気機械科の活躍、商業科の地元企業である上田信金との地域提携などいい話題が続いています。また、班活動でもソフトテニス、水泳班がインターハイに出場するなど活躍があり、さらにサッカー部員が９８才の老人を救助するなどの素晴らしいニュースもありました。今後も同総会に対するご支援ご協力をお願いしたいと挨拶された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　来賓挨拶　若林 邦彦 同窓会長（電気科　S37年卒）ご挨拶

　

                  先ず、長野県上田千曲高等学校の生徒の活躍を紹介され、教育の原点である「人を大事にする」という実践を生徒が実践してくれた事を称賛。「心やさしき上田千曲高校生」として今後も活躍してほしいとして期待を7寄せた。また、卒業生も社会に有意な人材を輩出しており、上田日本無線、山陽電気等製造業を中心にかなりの人が常務、役員等上層部で活躍しており、地元企業ともタイアップし、「もの作り」（新しいイノベーション創

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)

                  出）活動にも力を入れている。上田地域は、信州大学、長野大学、上田女子短期大学

                  長野工科短大学校、などと連携し、高大一貫性をめざす取り組み、創立100周年事業の一環として、「もの作りの大切さ」を訴えるべく“シンポジウム”も継続実施する予定です。関東同総会の益々の発展に期待いたしますと話しを結んだ。

   （７）関東同窓会総会議事　　

ここで司会の内堀理事から、会則第9条に基づき平成30年度事業報告等の総会議事に入ることを知らせ、先ず議長を選出してから、関東同総会総会の議事に入ることを告知した。

① 議長選出　  司会者より議長選出につき参加会員に声をかけたところ、司会者一任ということで、声がかかり、今回機械科が当番とのこともあり司会者からが機械科の竹内正行理事を議長に推薦し全員の賛同を以って、竹内理事が議長に就き、議事進行を務めて頂くことになった。\\議長より、議事の議事録作成者として坂田和夫（電気科Ｓ47年卒、電気科部会長）、署名者として高橋忠正（機械科Ｓ39年卒、機械科部会長）が指名された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

② 事業報告、決算報告　　　（※議案書は会員に当日受付にて配布済み）

中村事務局長（機械科Ｓ44年卒）より、

1） ＜第１号議案＞事業及び決算報告（平成30年10月1日～令和元年9月30日）について総会資料(議案書)に基づき説明がなされた。

①平成30年度の事業報告では、[関東同窓会][母校・本部][関連]の３つの事業に大別して、１年間にわたる事業報告がなされた。

[関東同窓会の主な事業]

・H30.10.13; 平成29年度第4回役員会

・H30.10.21; 第44回関東総会（アクアガーデンTOKYO）、参加者72名（関東55,母校本部8）
・H31.01.27; 2018-19年度第1回役員総会　於東京ボランティア支援センター；参加者18名

　　　　　　 同日(新年会実施)

・H31.04.07; 機械科部会・懇親会実施。参加；30名、江戸東京博物館見学、懇親会（四谷クラブ）

・H31.04.20; 第2回役員会、於東京ボランティア支援センター；参加者17名

・R01.05.24; 千球会(ゴルフ)コンペ実施、於大宮カントリーＣ；参加者11名

・R01.06.16; 機械科部会　於工学院大学内；参加者8名

・R01.07.10; 第3回役員会実施、於東京ボランティア支援センター；参加者17名

・R01.07.24; 建築科部会役員会開催

・R01.07.25; 会報24号発行

・R01.08.31; 機械科部会　於工学院大学内；参加者8名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[母校・本部関連事業]

・H31.03.01; 母校卒業式（祝電対応、関東同窓会紹介文配布）

　　　 ・H31.04.05; 母校入学式（祝電対応）

・R01.05.25; 本部総会（中村事務局長参加）

　　　 ・R01.09.08; 本部会員大会（杉崎会長、内堀副会長、中村事務局長、坂田副事務局長参加）

       [関連部門事業]

　                                                                                         (3)　　 

　　　 ・H31.03.26; 長野県高等学校同窓会東信同窓連懇親会（14校 39名､中村事務局長参加） 

       ・R01.05.27; 長野県高等学校同窓会東京連合会理事会 於教育会館（39校45名、中村事務局長参加)

　　　 ・R01.07.06; 同　東京連合会総会、於私学会館（48校 223名、坂田副事務局長参加）

　　　   以上が平成30年度の事業報告となります。

　

　　引き続き、中村事務局長から、第1号議案 ②平成30年-令和1年度決算報告（平成30年10月1日～令和1年9月30日）を「平成30年-令和1年度決算報告書（案）」（総会配布議案書）に基づき詳細な報告が

　　なされた。

 主旨説明として、収入の部、1,001,888円、支出の部、1,001,888円(次年度繰越金として394,710円

 を含む)であるとの報告があった。特記事項としては、広告収入（48,000円）で会報・会則の印刷代

 が賄えたこと、特別会員の申し込み等により、財政面ではプラスに転じることができたとの報告が

 なされた。

　　　　続いて、

　　　２）＜第2号議案＞監査報告（平成30年10月1日～令和1年9月30日）について、事務局より提出された

　　　　「平成30-令和1年度決算報告書（案）」につき監査した結果をご報告頂きますと議事を進行。

　　

　　　・監査報告を、会計監査役の沢崎明彦さん（建築科S38年卒）、塚田昌司さん（商業科S32年卒）より

　　　　報告をして頂いた。

　・会計監査の方に提出頂いた「平成29年度決算報告書（案）に関し、帳簿、証憑等照合監査の結果、

    相違ないことを確認致しました。」と報告がありました。

　・監査日の日付は、令和1年10月5日で、会計監査の沢崎明彦さんと塚田昌司さんの署名・捺印がなさ

　　れております。

　　　 ここで、竹内議長より一括して、＜第１号議案＞の①「平成30年度の事業報告」、②「平成30-令和1

　　　 年度決算報告（案）」、＜第2号議案＞監査報告（平成30年10月1日～令和１年9月30日）について質疑

　　　 を求め審議に移りましたが、質問はなく、異議もないとの声も上がり、採決に移り、全員の拍手で

　　　 承認されました。

       これをもって、＜第１号議案＞②「平成30-令和1年度決算報告書（案）」は、（案）がとれ「平成30

       -令和1年度決算報告書」となった。

　　３）＜第3号議案＞事業計画及び予算（自R1.10.1～至R2.9.30）

①事業計画（案）の説明

 中村享二事務局長（機械科S44年卒）より、令和２年度事業計画（案）（令和１年10月1日～令和２

 年9月30日）について、総会資料(議案書)「事業計画（案）」に基づき、提案がなされた。

【運営方針】

 本会を取り巻く昨今の状況を踏まえ、昨年より施行の新会則に則り良い所は伸ばし改めるべきは改

 善を行い、役員一同それぞれの役割をいかんなく発揮し一致協力の元、会発展に尽力する事を活動

 指針とする。具体的には更なる活性化と発展を目指し、次の事項に重点的に取り組む事を確認した。 

　　 (1)各科名簿の精査と新規会員、特別会員の掘り起こし活動実施。

     (2)親睦向上に繋がる事業運営の実施。

 その為にも各種事業推進に当たっては関係方面とも協議の上、役員個々が役割意識を明確にし、誰

 もが楽しく参加できる関東同窓会づくりを目指す。

                                                                                     (4)

【主な行事予定】

　＜関東内＞

　　　・R01.10.05 ; H30-R1年度第4回役員会 

 ・R01.10.19 ；第45回関東同窓会総会（於アリスアクアガーデンTOKYO銀座店）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ・R01.10.25  ； 千球会秋季ゴルフコンペ（於大宮カントリー倶楽部）

 ・R02.01.19  ； R1-R2年度第1回役員会（於東京ボランティアセンター）

 ・R02.4.上旬 ； 機械科部会開催予定（場所未定）

 ・R02.4.中旬 ； R1-2年度第2回役員会（場所未定）

 ・R02.5.中旬  ; 千球会春季ゴルフコンペ（大宮カントリー倶楽部）

 ・R02.7.中旬  ；会報第25号発行

 ・R02.7.下旬  ; R1-2年度第3回役員会（場所未定）

 ・R02.10.上旬 ; R1-2年度第4回役員会（場所未定）

 ・R02.10.17   ；第46回関東同窓会総会（アリスアクアガーデンTOKYO銀座店）

　　　　＜母校・本部関連＞

　　　　・先方の計画に沿い、極力参加する。

　　　　＜他部門関連＞

　　　　・先方の計画に沿い、極力参加する。

　　　 ここで、事業計画（案）の説明・提案は以上で終了。

続けて、中村事務局長から総会資料（議案書）に基づき②予算（案）について説明。

②予算（案）…「令和1-2年度予算書（案）」（自R1.10.1～至R02.9.30）に基づき、令和1-2年度予算（案）について、議案書を提示しながら説明された。

・収入の部；前年度繰越金：394,710円、年会費：120,000円、特別会費：50,000円、総会費：450,000円、会議費：40,000円、広告収入：20,000円、雑収入0円、合計：1,074,710円

・支出の部；総会費：450,000円、会議費：30,000円、通信費：100,000円、交通費：30,000円、事務費：40,000円、その他会費等：40,000円、次年度繰越金：374,710円、合計：1,074,710円

以上の通り、収入の部、支出の部の予算（案）が計上提案された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　(5)

ここで、竹内議長より、３）＜第3号議案＞①の事業計画（案）、②令和1-2年度予算書（案）に

対して一括で質疑があるか否かを求めたが、異議なしとのことで、議長のもと、採決に入った。

議長より、賛同頂ける方の拍手を求め、全員の拍手をもって、＜第3号議案＞は採択され、事業計画（案）は承認され、令和1-2年度予算書（案）も採決され承認された。その結果、（案）は取れ、｢令和1-2年度予算書｣となった。

次いで、竹内議長の方から＜第４号議案＞　役員及びオブザーバー改選について審議すると宣言。

      ４）＜第４号議案＞役員改及びオブザーバー改選について、中村事務局長から、議案書に基づき、

　　　  ４）＜第４号議案＞についての審議を開始した。

        まず、＜役員改選内容＞につき中村事務局長から説明があった。

　　　　イ）退任される方（敬称略）

　　　　・岩崎 徳男理事（S36建）・岩下 克弘理事（S47電）・深町 和弘（S47電）

　　　　ロ）オブザーバーへ役職変更される方（敬称略）

　　　　・副会長より相談役へ、吉原 頼輝（S32商）

　　　                                                                                      (5)

      　・副会長より相談役へ、宮下希佐己(S47電)

　　　　・建築科部会長より相談役へ、中村 征三（S32建）

        ・理事より相談役へ、小林　努（S32建）　

　    ハ) 新任される方（敬称略）

      　・副会長兼建築科部会長、荒木 重俊（S33建）

　　　　・理事、飯田 義男（S42機）

　　　　・理事、馬場 昌信（S46電）

　　　   以上、役員及びオブザーバーの人事改選案の提案は終了した。

　　  ここで竹内議長より、提案があった＜第４号議案＞　役員及びオブザーバー改選案につき、質疑を

　　　求めたが、異議なしと声が上がり採決に移り全員の拍手で賛同があり改選案は承認された。

　　　これにより、下記の役員及びオブザーバーの改選人事は確定致しました。（任期は2年）

＜令和１－２（2019-2020）年度　上田千曲高等学校関東同窓会役員及びオブザーバー名簿＞

　　　　＜役員＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜オブザーバー＞　　

1.  会長　　　　　　　　杉崎　壽三男　（S29建）　　　　1. 顧問　　　　成澤　　學　（S27商）

2.  副会長　　　　　　　内堀　哲夫　　（S31機）　　　　2. 顧問　　　　深町　共榮　（S37電）

3.  副会長兼部会長　　　荒木　重俊　　（S33建）        3. 相談役　　　松尾　道雄　（S26機）

4.  副会長　　　　　　　人見　昭子　　（S43家）        4. 相談役　　　小林　　侑　（S27機）

5.  事務局長　　　　　　中村　享二　　（S44機）        5. 相談役　　　玉置　町子　（S28家）

6.  副事務局長兼部会長　坂田　和夫　　（S47電）        6. 相談役　　　吉原　頼輝　（S30商）

7.  会計監査　　　　　　塚田　昌司　　（S32商）        7. 相談役　　　中村　征三　（S32建）

8.  会計監査　　　　　　沢崎　明彦　　（S38建）        8. 相談役　　　小林　　努　（S32建）

9.  部会長　　　　　　　三浦　園枝　　（S31家）        9. 相談役　　　塩谷　忠義　（S36電）

   10. 部会長　　　　　　　小林　重利　　（S32商）       10. 相談役　　　佐藤　宏次　（S37機）

-. 部会長兼副会長　　　荒木　重俊　　（S32建）       11. 相談役　　　宮下希佐己　（S47電）

　 11. 部会長　　　　　　　髙橋　忠正　　（S39機）

-. 部会長兼副事務局長　坂田　和夫　　（S47電）

   12. 理事　　　　　　　　吉田　公子　　（S31家）

　 13. 理事　　　　　　　　滝沢　照支　　（S32建）

　 14. 理事　　　　　　　　上ノ山勝信　　（S32商）

　 15. 理事　　　　　　　　竹内　正行　　（S36機）

　 16. 理事　　　　　　　　高野　栄昭　　（S38機）

　 17. 理事　　　　　　　　一之瀬和夫　　（S39機）

　 18. 理事　　　　　　　　柳沢今朝雄　　（S39機）

　 19. 理事　　　　　　　　坂口　光治　　（S41電）

　 20. 理事　　　　　　　　飯田　義男　　（S42機）

　 21. 理事　　　　　　　　追木　道子　　（S42家）

　 22. 理事　　　　　　　　内堀　榮寿　　（S44機）

　 23. 理事　　　　　　　　寺島　芳雄　　（S44機）

　 24. 理事　　　　　　　　押兼　　誠　　（S44商）

　 25. 理事　　　　　　　　馬場　昌信　　（S46電）

　 26. 理事　　　　　　　　武者　博和　　（S48建）

　 27. 理事　　　　　　　　若林幸一郎　　（S49電）

  ここで、竹内議長より、関東同窓会の議事はすべて終了した旨宣言があり、第45回上田千曲高等学校関東

  同窓会総会の「議事」はすべて終了した。　　                      以上議事は、11:30～12:40で終了

                          （6）

   　　次に総会議事が終了したところで、

　(８)特別会員感謝状贈呈が杉崎会長から対象者に送られた。

  　　小憩の後、講師紹介をいして頂き、講演に入った。

 （９）講演（12:50～13:30）

     ・演題　「水のあれこれ」　☆講師；依田　幹雄（機械科S39年卒）（株式会社日立製作所　技術主管）

　　 ・国が進める『持続可能な水利用を実現する革新的な技術とシステム』を開発するプロジェクトの

　　　 副研究統括として活躍する依田幹雄様から講演をして頂いた。

　　　「命水（ぬちぐすい）」として大切な水についての研究の成果を、革新的な浄水・造水・水利用技術の開発のする研究も含め、プロジェクターを使用し披露して頂いた。

　　　 　講演の終わりには質疑応答もあり、産学一体での取り組みも紹介された。（信州大他）

 (１０)第１部　閉会の辞　　司会者より御礼の言葉と共に第１部の終了を告げました。

　　　この後、全員による記念撮影があり、第Ⅱ部関東同窓会懇親会（同会場；ｱﾘｽｱｸｱｶﾞｰﾃﾞﾝTOKYO銀座店

　　　13:50～16:00）に移りましたが、第２部は懇親会の為、内容は省略致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                            ・作成日；R1.11.14  ;議事録作成者：坂田 和夫　 （Ｓ47年 電気科卒）　

                            ・署名日；R1.11.   ；議事録署名者：高橋 忠正　 （Ｓ39年 機械科卒）[image: image1.png]
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